
 

船舶事故等調査報告書 

平成２２年１月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第１６５号 

事故等種類 同乗者負傷 

発生日時 平成２１年６月７日（日） １１時４０分ごろ 

発生場所 茨城県ひたちなか市 那珂湊港南防波堤灯台から真方位２０４°１８０ｍ

付近（概位 北緯３６°２０.１′ 東経１４０°３６.１′） 

事故等調査の経過  平成２１年６月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

水上オートバイ オオモリ F X - C
エフエックスシー

、０.１トン 

 ２３１－２０８４４茨城、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 負傷 １人（同乗者） 

 損傷 なし 

 事故等の経過 本船は、船長ほか１名が乗船し、マリーナを発し、茨城県那珂川河口付

近に向かった。 

船長は、那珂川を下航中、同河口沖に約４ｍの波が見えたので、海門橋

を約４５０ｍ下ったところでちゅうちょし、その場で旋回していたとこ

ろ、水上オートバイ２隻が本船を通過していったので、本船も続いて航行

することとした。 

本船は、約３５㎞/h の速力で那珂川河口沖に出たところで、約２ｍの波

を２回飛び越えた後、突然、すぐ目の前に約４ｍの波が現れ、回避するこ

とはできないと思い、そのまま直進することとし、波を飛び越えて着水し

た際、平成２１年６月７日１１時４０分ごろ、前部座席に乗船していた同

乗者が、着水時の強い衝撃を受けるとともに、後ろから船長に覆いかぶさ

られて背中を圧迫し、腰椎破裂骨折を負った。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 ５ 

海象：波高 約４ｍ 

 その他の事項  船長は、天気が良い日曜日は、友人らとともに毎週操船していたが、天

気が悪かったため、事故前の３週間操船することができなかった。 

 船長は、出航前、不安を感じていたが、出航しても大丈夫だろうと思

い、自身の操縦技術を過信した。 

 船長は、突然、約４ｍの波が現れた際、このままの速度で直進したら波

に巻かれて転覆すると思い、咄嗟にスロットルレバーを引き、エンジンの

回転数を上げ、増速して波を飛び越えた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は那珂川河口沖を航行中、約４ｍの波を増

速して飛び越えたため、同乗者が着水時に衝撃を

受けるとともに、船長が同乗者の後ろから覆いか



 

ぶさったことにより背中を圧迫されて、腰椎破裂

骨折を負ったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が那珂川河口沖を航行中、本船が増速して波を飛び越え

たため、前部座席の同乗者が、着水時に衝撃を受けるとともに、後ろから

船長に覆いかぶさられて背中を圧迫されたことにより発生したものと考え

られる。 

 




